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背景 

女性労働の需要の増加によって生じた移住労働者の女性化は、外国で労働し居住するフィリピン

女性の大量の移住を引き起こした (Landale, 2001)。日本の厚生労働省によると、国際結婚は、 

その 1年に登録された結婚のうちのほぼ 3分の 1を占めている (厚生労働省, 2011)。 

Faier (2007) は、フィリピン女性は、貧困から逃れるために日本人の男性と結婚すること、そして、

日本での多くの雇用の機会が、彼らの財政を改善するための移住を可能にしていることを示した。

Morgan と Hoffman (2007) は、収入を得て祖国の家族に送金するために働き居住するより貧しいアジ

アの国々の女性を、日本の経済の豊かさがどのように魅了しているかを示した。 

 

目的 

本研究の目的は、1）日本人男性と結婚して日本に移住したフィリピン女性の体験を記述するこ

と、2）移住者として、妻であり、母親であるという挑戦を成功させるために彼らが利用する様々な

対処資源を明らかにすることである。 

 

方法 

本研究では、質的記述的研究デザインを採用した。データは、日本に移住したフィリピン女性 (計

42人) が参加した、7つのフォーカスグループインタビュー (focus group interviews : FGI) から収集さ

れた。FGIでは、「なぜ日本に移住したのですか？」、「移住者としてのストレスの原因は何でしたか？」、

「日本で生き抜くために利用した対処の戦略は何ですか？」、「日本に移住したフィリピン女性として、



 

全体的にはあなたの体験をどのように表現しますか？」という質問をした。FGI は、日本人男性と結

婚して日本に移住したフィリピン女性としての日常的な体験について、研究参加者の認識、感情、思

いを明らかにするために使用された。Krueger と Casey (2009) によって提案された帰納的質的なデー

タ分析方法も使用された。FGI の記録は、継続比較分析を通して、共通の単語、句によって並び替え

られ、吟味され、グループ化された。 

なお、本研究は東京大学医学部倫理委員会の承認を受けて実施された。 

結果 

42人の参加者の年齢範囲は、35歳から44歳までが20人 (48％) と最も多く、約半数の22人 (53％)

は日本に来て 20年経過していた。42人中 30人 (71％) は、1人から 3人の子どもを持っていた。 

FGI の結果から移住の体験として 4 つのテーマが生成された。1.「機会を獲得する」、2.「課題を

認める」、3.「困難に対処する」、4.「移住による報酬をうける」というものである。 

1.「機会を獲得する」というテーマは、フィリピン女性が日本に移住する目的を表現している。

参加者は、高額な報酬を得られる仕事を通して彼らの財政を改善することや、日本人と結婚すること

によって法的な身分の保障を得ることを目的に日本に来て結婚したと述べた。 

2. 移住者としての「課題を認める」というテーマは、≪言語の壁を克服する≫、≪異文化に慣

れる≫、≪ホームシックを克服する≫、≪他の人とは違うということを受け入れる≫という 4 つのカ

テゴリーから成るストレスを描写したものである。さらに参加者は、これらの 4つのカテゴリーから

成るストレスの予測が、ストレスフルな出来事への対策を容易にさせたと述べた。 

3.「困難に対処する」というテーマは、日本に移住したフィリピン女性が、ストレスに満ちた体

験を切り抜けるために使用した“3 つの対処資源”を表している。まず、≪エンパワーメントを得る

≫というカテゴリーは、彼らにとって大切な人から無償に与えられた力を描写している。次に、≪利

用可能な資源を活用する≫というカテゴリーは、日本の社会に対処し適応するために利用した彼らが

生来持っている能力について言及したものである。これらの資源は、日本語と日本の文化を学ぶこと、

移住の生活の一部としての苦しみを受け入れること、地域活動に参加することを含んでいる。3 番目

の、≪向上させてくれる資源を活用する≫というカテゴリーは、彼らが求めた肉親以外の資源につい

て言及したものである。それは、大抵が日本人と結婚したフィリピンの友人や、適切なスピリチュア

ルなアドバイスをするカソリック聖職者である。 

4.「移住による報酬をうける」というテーマは、日本に移住したフィリピン女性が必死の努力で

手に入れた 2 つのアウトカムを表現している。1 つ目のアウトカムは、経済状況の改善による財政的

な安定であり、2つ目のものは、日々の生活で夫の愛を確信することによる情緒的な安定である。 



 

4 つのテーマ間の関連では、テーマ 1 の「機会を獲得する」とテーマ 4 の「移住による報酬をう

ける」は、財政的安定と補償や情緒的安定という参加者の移住の目的からゴールを描写している。テ

ーマ 2の「課題を認める」とテーマ 3の「困難に対処する」の関連は、「課題を認める」という移住の

ストレスに、「困難に対処する」のカテゴリーである≪エンパワーメントを得る≫、≪利用可能な資源

を活用する≫、≪向上させてくれる資源を活用する≫という“3 つの対処資源”を活用し対処すると

いう関係性を示している。 

 

考察 

本研究により４つのテーマが導き出され、フィリピン女性が移住者として、妻であり、母親であ

るという挑戦を成功させるための体験と、ストレスフルな移住体験への対策方法と対処方法が明らか

にされた。４つのテーマ間の関連性の中で、移住したフィリピン女性が、移住生活のアウトカムに直

結するような移住の目的を事前に持っていたことを示した。さらに、参加者は、≪言語の壁を克服す

る≫、≪異文化に慣れる≫、≪ホームシックを克服する≫、≪他の人とは違うということを受け入れ

る≫などのストレスの予測が、ストレスフルな出来事への対策を容易させたことを述べた。この特徴

的な発見は、ラザルスの対処理論 (1984) から生成された Schwarzer and Taubert (2002) の対策的、予

防的な対処の理論と一致する。 

さらに、本研究は、ストレス軽減を目的にした対処資源の複雑な組み合わせとして、他の研究者

たちによって定義された対処資源の 3要素を提示した。Portugal, Santosら (2010) の健康の専門家の中

でまとめられた研究では、社会的サポート、身体的健康と構造を“3 つの対処資源”と定義した。一

方で、本研究での“3 つの対処資源”は、日本で成功し満足な生活を送るために日本に移住したフィ

リピン女性によって使用された、≪エンパワーメントを得る≫、≪利用可能な資源を活用する≫、≪

向上させてくれる資源を活用する≫という“3 つの対処資源”で構成されている。フィリピンの女性

の移住の成功のためには、ホストカントリーでの移住過程を通し“3 つの対処資源”が提供される必

要があると考えられる。 

 

結論 

以上より、日本人男性と結婚して日本に移住したフィリピン女性の移住の実体験と、ストレスフ

ルな出来事とその対処方法として、「機会を獲得する」、「課題を認める」、「困難に対処する」、「移住に

よる報酬をうける」の 4つのテーマが生成された。 

また、移住者として、妻であり、母親であるという挑戦を成功させるために、「課題を認める」



 

という移住のストレス対して、“3つの対処資源”の≪エンパワーメントを得る≫、≪利用可能な資源

を活用する≫、≪向上させてくれる資源を活用する≫を活用し対処していたことが明らかになった。 
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